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横浜市ESCO事業提案審査委員会委員 

横浜市では、既存公共建築物の省エネルギー化改修にあたって、環境負荷の低減と

ため、民間の資金・ノウハウを活用するＥＳＣＯ
エ ス コ

事業を積極的に導入することとし

選定結果 

○ 横浜市第１号事業として公募した、新横浜地区３施設 

ESCO事業を「横浜市ESCO事業提案審査委員会」にお 

いて審査の結果、最優秀提案及び優秀提案を決定しました。 
 

○ 最優秀事業者としては、エネルギーアドバンス（株）を代表会社とする三

（株）、（株）山下設計、東京ガス（株）の５社からなるグループを選

 

○ 提案内容は、高効率ガスコジェネレーションシステムや排熱投入型ガス

けでなく、３施設の電気と熱供給システムを統合し、緻密なエネルギー

ルギーの相互利用システムの提案もあり、さらに、高効率ガス吸収式冷

貫流ボイラーへの更新、空調機やポンプのインバーター化など、多岐に

により、高い省エネルギーの実現や大幅な二酸化炭素排出量の削減が可

○ 削減効果は、「省エネルギー率」が18.3％、「CO2排出削減率」が30.4％、

万円／年、となり、現在消費している年間の光熱水費２億４千万円の3

果が期待できる提案となっています。 

 

○ 今回の事業者公募では、４企業・グループから提案が出され、いずれも

省エネルギー効果の高い提案となっていました。事前公表した審査基準

より、それぞれの専門的な観点から、総合的に審査をしました。 
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財政負担の軽減を図る

ています。 
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定しました。 

吸収式冷温水機の導入だ

収支の検討に基づくエネ

温水発生機、高効率小型
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